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１．研究の背景・目的
（１）研究の背景
障害者福祉の制度改革により、2013年４月に障害者総合支援法が施行された。障害者総合支
援法は、重い障害のある人たちが主体的に自己実現と社会参加を果たすことができる日中活動
支援の整備を目指している。成人期の障害のある人が利用する生活介護事業所ⅰでは、利用者
の障害の重度・重複化・高齢化が顕在化している。先行調査によると、全国の生活介護事業所
において療育手帳重度の利用者は７割を超え、行動障害を伴う利用者は５割、重症心身障害の
利用者は４割を超えており、支援体制の確立が急務である。さらに、利用者の高齢化は顕在化
しており、高齢化が問題となっている生活介護事業所は６割を占めているⅱ。
このような現状において生活介護事業所は、利用者のニーズに応じた活動内容を模索してい
る。2008年に国立のぞみの園が実施したアンケート調査（全国1412施設を対象）によると、日
中活動に課題があると回答した施設は９割（93.4％）を超えている。課題として挙げられる問
題の第１は、施設の職員数が少ないこと。第２は、利用者の年齢や特性の幅が広く、全利用者
への充分な支援が行き届かないこと。第３は、６割以上（64.5％）の施設が施設内のみで日中
活動を実施しており、日中活動の場が広がっていないことである。森下（2013）は「現在の日
中活動支援事業所は多様な障害状況と多様なニーズを有する利用者が利用している。そして、
地域性と地域格差も顕著に起こっている。利用者中心の支援のあり方について検討が必要であ
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ⅰ　生活介護事業所は、就労が困難な者の日中活動の場と位置づけられ、生産活動や文化活動を通じて利
用者が自己実現を図ることを目指している。今日、生活介護事業所は年々増加し（厚生労働省「社会福祉
施設等調査」：平成19年1,415事業所、平成20年1,922事業所、平成21年2,537事業所、平成22年2,901事業所）、
１か月の利用実人員（厚生労働省「社会福祉施設等調査」：平成19年29,648人、平成20年43,776人、平成21
年57,924人、平成22年63,245人）も大幅に増加している。
ⅱ　日本知的障害者福祉協会（2010）「日中活動支援部会緊急調査報告」によると、生活介護において療育
手帳重度の所持者は73.9％、障害程度区分４～６の合計は83.9％、行動障害を伴う利用者は55.5％、重症心
身障害者47.0％、医療的ケアが必要な利用者34.8％である。また、40歳以上の利用者は48.7％、60歳以上の
利用者の割合は14.1％を占める。高齢化・老化が問題になっている事業所は60.0％を占める。
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る」と問題提起している。以上のように成人期の障害のある人の日中活動支援の内容や方法に
関しては、検討が必要だと指摘されている。
（２）研究目的
障害者自立支援法施行後、特に重度障害のある人の社会生活と地域生活を支える場として、
生活介護を行う事業所が拡充されてきた。事業所は「余暇・人間関係づくり・体験経験・学び・
生産活動や働き・健康維持・相談・生活リズム整える・介護提供・居場所」という様々な内容
を提供している。本稿では、成人期の知的障害や発達障害、重症心身障害のある人が利用して
いる生活介護事業所を調査対象とし、日中活動支援において具体的に何が課題となっているの
か明らかにし、今後の日中活動支援の在り方について考察する。本稿では、質的データの分析
を通して、日中活動支援の現状と課題を記述し、仮説生成を目的とする。
２．研究方法
（１）調査方法
研究方法として半構造化個別インタビュー調査を実施した。調査協力者はA市内にある生活
介護事業所81カ所のうち８事業所を無作為抽出し、各事業所に勤務するサービス管理責任者８
名である。協力施設の概要は表１に示す。
調査期間は2013年２月から３月の２ヶ月間である。インタビューの回数は調査協力者１名に
つき１回実施した。１回のインタビュー時間は２時間程度である。調査項目は、①調査協力者
の基本属性、②生活介護事業所の概要、③利用者と家族のニーズ、④日中活動支援の課題、⑤
日中活動支援の在り方である。
設立年 利用者数 職員数 事業所の特色
A 2006年
9名（男6、女3）※ 50
代2名、70代1名 　7名（男4、女3）
・2006年 無認可作業所設立→ 2009年生活介護移行 ・塾をリフォームした建物 ・収益のある仕
事と収益のない仕事両方に取り組む・アートを活かした商品づくり、市民活動の実践・フリースクー
ルとの交流、地域のボランティアとのゴミ拾い
B 2009年
5名（男2、女3）　※
平均年齢43歳（最年
長50代）
7名（男2、女5）
・居宅介護事業所、ショートスティ、福祉有償旅客運送の実施・デイサービスは2012年から開始・最
重度の利用者が多く、医療的ケアが必要（看護師は1名）・てんかん発作の利用者も多い・個別プロ
グラム中心（創作活動：貼り絵、散歩、音楽鑑賞等）
C 1984年
　15名（男6、女9）
※平均年齢26歳（最
年長40歳）
10名（男2、女8）
・1972年親の会結成→1984年共同作業所設立→2006年NPO取得・2008年～生活介護の指定受
ける・2010年ショートスティ、2011年居宅介護事業開始・住宅地にある建築事務所でサービスを実
施　・少人数の活動を重視（作業や生産活動、入浴はしていない）・発作のある利用者が多い・季節
の行事、健康チェック、音楽療法、外食、クッキング、散歩等
D 1997年
生活介護10名　就
労継続B　6名　（男
14、女2）※平均年
齢30代最年長70歳
4名（男2、女2）
・1997年共同作業所→1998年独立事業所　・知的障害者の親の会の事業所・自閉症の利用者が
多い（10名／16名）　・強度行動障害、触法やホームレスになった知的障害者を支える・下請けや
清掃の作業実施、夕方はレスパイトを実施・空間とスケジュールの構造化
E 1973年
登録46名（男28、女
18）　1日定員35名
※平均年齢30代、
最年長50代後半
19名（所長１、サービ
ス管理1、支援職員
16、看護師1）
・1973年訪問療育→1978年月1回の交流→1984年デイケア事業・2003年指定知的障害者デイ
サービス→2006年指定生活介護事業所　・利用者の特性により2つのフロアに分かれて活動する・
障害種別は多岐にわたる（身体、知的、重症心身、高次機能、自閉症、ダウン症）・個別のニーズ
に対応（空間、スケジュール、活動は個別化）
F 1963年
登録40名（男20、女
20）　1日定員15名
※平均年齢20代（最
年長56歳）
9名（指導員・保育士
6、看護師3）
・1998年B型通園事業→2001年A型通園事業→2012年生活介護・「日中活動の充実」と「家族のレ
スパイト」が理念・午前は全体療育と入浴サービス、午後は訓練の実施・重症心身障害のある方が
利用している・年間行事は保護者が参加する・ストレッチ、言語療法、音楽、お菓子づくり、外出、外
食等
G 1961年
登録44名（男33、女
11）1日の利用者27
名※平均年齢30歳
（最年長58歳）
14名（男9、女5）
・1970年母子通園→1976年知的障害者通所更生→2011年生活介護・自閉症の利用者が約6割
（27名）、てんかん発作の利用者多い・利用者は行政区間全部の区間から来ている・5つのクラスに
分かれて活動する（木工、印刷、陶芸、受注、リサイクル等の自主製品や委託軽作業）・始業式や
家庭訪問、懇談会、運動会、外出、外食等も実施
H 2002年
登録24名　1日の利
用者19.4名　（男
10、女10）　※平均
年齢33.5歳　最年長
14名（サービス管理
1、看護師1、支援職
員8、パート職員4）
・区社協が障害者施設を運営するのは全国的にも稀なケース・メンバー主体で施設を運営する自
治会活動を実施・クラブ活動の実施（卓球バレー、創作、お茶会等）・３B 体操、体力づくり・自主製
品（小物）を地域の方に販売、外出、1泊旅行等
表１　調査協力施設の概要
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（２）分析方法
分析方法はLoflandの質的分析方法（Lofland、2004）を参考にする。インタビューで聞き取っ
た内容はICレコーダーに録音し、逐語記録を作成した。逐語記録にコードを書き込み、コーディ
ング作業を行う。コーディングを行い中心的なテーマを選択し、各テーマに関連するデータの
断片を集める。いくつかのカテゴリーを作り出した後は、焦点をしぼったコーディング作業を
行う。各カテゴリーの特性を明らかにし、カテゴリー同士の関係を図式化して考察する。
（３）倫理的配慮
この調査は「京都ノートルダム女子大学研究倫理審査委員会」の審査・承諾を受け実施した。
インタビューで語りたくない質問には答えなくてよいこと、プライバシーを厳守したうえで記
録を論文に使用することを説明した。また、ICレコーダーに録音することに関しては、守秘
義務の誓約書を提出し、調査対象者に許可を得て実施した。
３．調査結果
（１）日中活動支援の課題
日中活動支援の課題は、「高齢化」「障害の重度化・多様化」「心身機能の低下」「自立した生き
方困難」「家族の介護負担」「親の役割意識」「孤立傾向にある家族」「社会的孤立」「生活介護の要
望」「居住支援の要望」「救急対応」「多様なニーズへの対応」「環境適応への支援」「活動内容の改
善」「個別支援困難」「意思疎通困難」「障害の理解困難」「送迎の負担」「資金・設備問題」「地域交流
困難」「事業所の不足」「家族との協力困難」「支援体制の改善」の23のカテゴリーから構成される。
１）高齢化
「高齢化」は、「利用者の高齢化」「家族の高齢化」の２つのコードから生成された。利用者の
平均年齢は30代から40代であるが、70代以上の利用者が通所している事業所もある。支援員が
高齢の利用者に「これをやりましょうか」と活動を勧めても乗り気にならず、意欲の低下がみ
られる利用者もいる。高齢化により体重増加や身体の硬直が気になる利用者には、体力づくり
プログラムを取り入れている事業所もある。利用者の高齢化に伴い、両親も70代以上の高齢に
なる。親がいなくても生活できるのか家族は不安に思っている。
２）障害の重度化・多様化
「障害の重度化・多様化」は、「障害の重度化」「多岐にわたる障害」「意思表示が困難」「選択が
困難」「環境適応困難」「気持ちが不安定」「集団生活が困難」「生活管理が困難」の８つのコードか
ら生成された。事業所のなかには最重度の利用者が多く、医療的ケアが必要な利用者がいる。
利用者の体調が急激に変化し、障害程度区分が高くなる現状にある。
また、障害種別は知的障害、身体障害、重症心身障害、高次脳機能障害、自閉症、ダウン症
など多岐にわたる。中途障害や身体と知的の重複の利用者が増えている事業所もある。そして、
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発作や転倒等により目が離せない利用者も通所している。事業所では、利用者の障害の重度化
が進み、１日外出は難しい状況である。利用者は障害特性により以下の困難を抱えている。そ
れは、「発語がなく意思表示が困難」「言語コミュニケーションが困難」「日中の過ごし方を選択
し、金銭管理をはじめ生活を管理することが困難」「環境に適応することが困難」である。環境
の変化（活動の切り替えや複数のサービスを利用）は利用者の不安や緊張を高め、精神症状を
不安定にする。そのため、利用者がショートスティやグループホーム等の新しい環境に馴染め
るかどうかは、家族も不安に感じている。
３）心身機能の低下
「心身機能の低下」は、「利用者の体力低下」の１つのコードから生成された。事業所では40
代以上の利用者の急激な体力低下が目立っている。そのため、積極的にウォーキングや体操等
の体力づくりプログラムを実施している事業所もある。
４）自立した生き方が困難
「自立した生き方が困難」は、「親亡き後の不安」「社会的自立が困難」「親離れ・子離れが困難」
「自立を希望する家族」「単身生活が困難」の５つのコードから生成された。重度障害のある利
用者は、これまで母親の介護で生きてきた人が多い。両親は、親亡き後にわが子がどんな暮ら
しをするのか将来を不安に思っている。そのため、親離れ・子離れができずに、気を遣いなが
ら生活している家庭もある。利用者自らが考えや思いを表し、伝えていけるかが基本である。
新卒で通所する利用者の家族は、利用者が自分の力で生活できることを強く希望している。
しかし、一人暮らしをすることを家族は心配している。なぜなら、実際に一人暮らしをしてい
る利用者は、様々な問題を抱えていることが指摘されているからである。金銭管理を行う見通
しが難しく、ギャンブル依存に陥る場合もある。さらに、精神症状が不安定になり、生活維持
が困難になることもあるからである。
５）家族の介護負担
「家族の介護負担」は、「介護疲れ」「メンタル面のしんどさ」の２つのコードから生成された。
高齢家族の介護疲れは顕著である。支援員は送迎時に家族の疲れを感じる。送迎車が到着する
と、利用者に言葉をかけることもなく、すぐに「お願いします」と言われることもある。また、
40代・50代の母親は、メンタル面でしんどさを抱えていることがある。
６）親の役割意識
「親の役割意識」は、「代弁者となっている親」「親の世代間意識の違い」「親の役割が終了しな
い」の３つのコードから生成された。家族のなかには「私がこう思っているから、この子も同
じように思っている」と考え、家族は代弁者だと思っている。利用者は本当にそのように思っ
ているのか、支援員が家族に踏み込んで言うことは容易ではない。家族は利用者の気持ちを分
かっていると思っているが、利用者にはしんどいことが家庭介護で行われている。例えば、あ
る家族は痰が取れないと１分位吸引し続ける。呼吸が停止することがいかにしんどいことか、
家族に理解してもらえないこともある。
79成人期の障害のある人の日中活動支援の現状と課題
また、親の世代間意識の違いにより、サービス利用に関する認識は異なる。親の年齢が上が
るにつれて、介護をすることは親の責任だと考える傾向がある。親は、「育児が終わったらそ
のまま介護が始まる。これがいつまで続くのかと思うと、暗い気持ちになる」と抱え込む。そ
して、サービスを使うことは介護を放棄していると捉える。一方、利用者の年齢が40歳以下の
親は、サービスを使うことに慣れている。障害があっても普通に生活する権利があり、積極的
にサービスを使い社会に参加している。
７）孤立傾向にある家族
「孤立傾向にある家族」は、「遠慮する家族」「助けてが言えない」「自分を責める」「一歩踏み出
せない」の４つのコードから生成された。支援員は家族と距離感を保ち、どこまで踏み込める
のか手探りで様子を探り、家族の遠慮や拒否を敏感に感じているという。家族は困っていても
誰の助けも求めずに生活問題が深刻になるケースもある。サービスを利用する時にどんなに立
派な施設であっても家族は「この子が迷惑をかけるのではないか」と考え、踏み切れずにいる
家族もいる。
８）社会的孤立
「社会的孤立」は、「家族がいない」「行き場所がない」「ホームレス、触法」の3つのコードか
ら生成された。親やきょうだいがおらず、身寄りのない利用者がいる。ケースワーカーがホー
ムレスになっている障害のある人を発見して、事業所に連れてくる場合がある。触法やホーム
レスの障害のある人が事業所を利用することもある。少年院を出てから行き場がなく、河川を
倒れていたところを助け出され、事業所に連れて来られた場合もある。
９）生活介護の要望
「生活介護の要望」は、「支援時間の延長」「入浴・送迎サービス」「外出・機能訓練」の３つの
コードから生成された。生活介護は活動時間が短いため、支援時間の延長を要望する家族がい
る。複数のサービスを利用しなければならない現状において、重度障害のある利用者は、移動
や環境変化に適応することが負担になっている。事業所では、身体に障害がある重複障害の利
用者が増えており、自宅で入浴することは困難である。また、事業所のなかには送迎バスの台
数が限られており、家族が自主送迎しているところもある。入浴や送迎のニーズは高くなって
いる。その他、家族からの日中活動の要望には、「もう少し遠くに連れて行ってほしい」や「身
体を動かしてほしい」等がある。
10）居住支援の要望
「居住支援の要望」は、「通い慣れた所で暮らす」の１つのコードから生成された。ショート
スティやケアホームのニーズは高く、さらに通い慣れた事業所内でショートスティができるこ
とを要望している。特に家族が高齢になるとショートスティの利用は増加する。日中活動と住
まいの環境が変わると、不安が強くなる利用者がいる。定期的に施設を利用していかなければ
利用者の不安はさらに強くなる。日中通っている事業所で宿泊することができると利用者も家
族も安心であると考えている。グループホームやケアホームは整備されているが、「自分の子
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が入るのは不安」と思っている家族がいる。家族が不安に思っているのは「人」である。この
子とつながれる人は、そこにいるのかという不安である。
11）救急対応
「救急対応」は、「利用者の体調管理」「体調急変時の対応の難しさ」の２つのコードから生成
された。外出中に急に発作がある利用者もおり、危険と隣り合わせで日中活動を行っている。
体調の急変、発作や呼吸停止による救急対応が最も難しいのである。
12）多様なニーズへの支援
「多様なニーズへの支援」は、「利用者のニーズの多様性」「利用者のニーズ対応の難しさ」の
２つのコードから生成された。利用者のなかには発作があり、体調面を重視しなければならな
い人もいる。一方、身体を動かしたい、活動したいという利用者もおり、利用者のニーズは多
様である。
13）環境適応への支援
「環境適応への支援」は、「利用者のパニック対応の難しさ」「環境変化の対応困難」の２つの
コードから生成された。利用者のなかには変化に弱く、環境が変わることに緊張し、不安が強
くなる人もいる。そのため、ショートスティやケアホーム等を利用することがストレスとなり、
痙攣発作が起こる。自閉症の利用者は、活動の切り替え時にパニックになりやすい。
14）活動内容の改善
「活動内容の改善」は、「活動内容を充実させる」「重度障害者への活動提供困難」「作業内容が
障害程度に合わない」「メニュー細分化が難しい」「利用者主体の難しさ」「サービス内容変更が困
難」「昼休みの過ごし方」「サークル活動実施が困難」「活動時間確保が困難」「外出の機会確保が困
難」「集中できる時間は短い」の11のコードから生成された。事業所は、利用者が社会参加して
社会と繋がっていくことを目標としている。家族からは活動の内容を充実させてほしいという
要望がある。例えば、歌が好きな利用者には歌の時間を増やしてほしいといった要望である。
重度の利用者に対して活動を提供することは難しいと支援員は実感している。利用者が活動
に集中できる時間は30分以内が限界である。作業に参加できる時間が5分以内の利用者もおり、
残った時間をどのように過ごすかは課題の一つである。
さらに、入浴サービスがあるため、外出の機会を増やすことは難しい事業所もある。また、
送迎時間が長時間に及ぶため、活動時間の確保に課題を抱えている事業所もある。利用者の障
害の幅は広がり、年齢が高くなるについて個別的な対応が必要となっている。メニューの細分
化が必要だが、それに対応する支援員が確保できない現状である。
15）個別支援困難
「個別支援困難」は、「個別療育実施が困難」「個別支援が困難」「クラス編成が困難」の３つの
コードから生成された。職員の人数やスペース等の課題があり、個別プログラムを実施するの
は困難を伴う。事業所では入浴をする利用者が増加し、重症心身障害の利用者が通う事業所で
は、利用者１人が入浴する場合、職員は３人必要となる。支援員が横に座り、はたらきかけな
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いと何かを感じ取りにくい利用者には、個別に関わる必要がある。また、固定のクラスに分か
れて日中を過ごす事業所もある。実際、自閉症の利用者も増え、クラスのメンバー替えは困難
である。
16）意思疎通困難
「意思疎通困難」は、「発語のない利用者とのコミュニケーション困難」の1つのコードから
生成された。話が少しでもできる利用者は自分の意思を言って伝わりやすいが、発語のない利
用者とのコミュニケーションが最も難しいと支援員は感じている。
17）障害の理解困難
「障害の理解困難」は、「障害を理解する難しさ」「障害受容の課題」「特別視される不安」「地域
生活問題の認識不足」の４つのコードから生成された。家族が利用者のしんどさを理解するこ
とは容易ではない。障害受容に関しては、障害者アートが流行しており、アートを軸に障害者
福祉が社会に発信されることは評価される。しかし、障害のある人は絵が上手であると特別視
され、新たに偏見や差別を生むのではないかという不安もある。現在、マスメディアで障害の
ある人を紹介する時は、活躍しているところを取り上げ、日常生活の困難な部分は取り上げら
れない傾向にある。
18）送迎の負担
「送迎の負担」は、「送迎に時間がかかる」「保護者の送迎負担」の２つのコードから生成され
た。事業所によって送迎車の台数や送迎にかかる時間は様々である。送迎時間が1時間以上必
要な場合、最初に乗車した利用者は1時間以上乗車していることになる。事業所では乗り物が
好きな利用者が一番長く乗る等の工夫はしているが、往復の乗車時間は利用者にとって心身の
負担である。
19）資金・設備問題
「資金・設備問題」は、「設備の問題」「資金面の問題」の２つのコードから生成された。施設
設備が老朽化し、雨漏りや底冷えがする事業所もある。また、活動する場所が狭く、自閉症の
利用者には個別のブースが必要であっても、確保が難しい問題もある。市の財政状況に影響を
受け、事業費を自由に使用することは困難である事業所もある。そのため、設備や送迎車の整
備を進めることは容易ではない。
20）地域交流困難
「地域交流困難」は、「ボランティア確保が困難」「ボランティアを受け入れる余裕がない」の
２つのコードから生成された。各事業所では地域住民との交流を深めていきたいと考えている。
地域の祭り参加やバザーを実施している事業所は多いが、利用者を含めての交流には至ってい
ない。なぜなら、利用者のなかには面識のない人と接することに興奮し、落ち着かない人もい
るからである。職員は、日々の介護業務に追われ、地域交流を企画する余裕がないという。人
手が確保できると地域に出掛けていく機会は増える。
しかし、ボランティアを受け入れる余裕がない事業所もある。なぜなら、ボランティアに利
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用者のことを説明しても急に発作が起こる利用者もおり、ボランティアに任せることは難しい
現実がある。また、ボランティアについては、近隣の大学にボランティア募集の説明を行って
も反応がなく、ボランティア確保は難しくなっている。
21）事業所の不足
「事業所の不足」は、「生活介護希望の利用者増加」「生活介護事業所の不足」「障害重度の利用
者の行き場所がない」「施設入所を検討する」の４つのコードから生成された。ある事業所では
支援体制が厳しく、現在は支援学校からの受け入れはしていない。重度の障害のある人は支援
学校卒業後に行き場がなく、生活介護の利用が難しい場合は、施設入所を検討せざるをえない
状況である。
22）家族との協力困難
「家族との協力困難」は、「家族と支援員との協力関係困難」の１つのコードから生成された。
支援員は家族との協力が難しいと日々感じている。家族とは距離感を保ち、どこまで踏み込め
るのか手探りで様子を見ながら支援を行う。良いことだからと無理に介入すると信頼関係を壊
してしまう。
23）支援体制の改善
「支援体制の改善」は、「支援員の不足」「利用者のニーズに応えられない支援体制」「支援員の
労働状況の問題」「人事異動の問題」「支援員の慣れの問題」の５つのコードから生成された。事
業所は利用者の障害の重度化・高齢化により、現在の支援体制では利用者のニーズに対応でき
ない問題を抱えている。入浴サービスや外出の機会を減らし、地域に出掛けていく機会も減ら
している。人材をどれだけ確保して育てるのかは課題である。しかし、単純に職員を増やした
らよいということではない。職員が増え、情報が増えると混乱が大きくなる利用者もいる。
（２）今後の日中活動支援の在り方
今後の日中活動支援の在り方は、「理解・洞察力」「傾聴・受容・共感」「ニーズの把握」「個別
ニーズ対応」「支援計画の活用」「意思決定支援」「構造化の支援」「家族との連携」「安心・幸せの実
感」「包括的支援」「地域活動に参加」「啓発活動」「地域の相談窓口」「多機関と連携」の14のカテゴ
リーから構成される。
１）理解・洞察力
「理解・洞察力」は、「利用者の情動を観察する」「利用者の行動を理解する」「支援員の洞察力」
の３つのコードから生成された。支援員は利用者の情動と行動をよく観察し、理解する必要が
ある。利用者の想いを理解する上では支援員の洞察力が必要である。
２）傾聴・受容・共感
「傾聴・受容・共感」は、「利用者に寄り添う」「利用者の声に耳を傾ける」「利用者の気持ちを
尊重する」「利用者と共感し合う」の４つのコードから生成された。支援員が利用者と信頼関係
を形成するためには、利用者一人ひとりの声を聴くことが重要となる。その時に、なぜこの言
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葉を発しているのかという背景や何に反応しているのか、理解する必要がある。また、支援員
は、作業に取り組めない利用者の気持ちを尊重し、声掛けはするが無理強いはしない。利用者
と時間を共に過ごし、共感しあう関係づくりが必要である。
３）ニーズの把握
「ニーズの把握」は、「利用者のニーズを探る」「利用者のライフヒストリーを知る」の2つのコー
ドから生成された。支援員は利用者のニーズを引き出し支援する。支援員は提案を行うが、そ
の活動が楽しいかどうかは利用者が選択し、体験してみる必要がある。利用者の表情やしぐさ
からニーズを探り、また、ライフヒストリーを知ることもニーズ把握に必要である。
４）個別ニーズ対応
「個別ニーズ対応」は、「個別支援の実施」「グループ活動を強制しない」「利用者のニーズに合
わせた活動」「利用者のペースを尊重する」の4つのコードから生成された。事業所に共通して
いることは、個別化を重視しつつ集団生活は意識し、グループ化も取り入れていることである。
ある支援員は「個別化するのは集団生活で困らないようにするためである。個別のスケジュー
ルに基づき、各自が社会に参加することが必要である」と述べている。グループ活動実施にお
いては、利用者の好きなことを取り入れ、希望を汲み取って計画を立てる必要がある。
５）支援計画の活用
「支援計画の活用」は、「活動の目標を追究する」「プラスの変化を共有」「実践の振り返り」の
３つのコードから生成された。活動プログラムを実施する時に何を目指すのか職員間で話し合
う必要はある。やはり、何を利用者に期待しているのか、追究していく必要はある。実践後は
プラス面での利用者の変化を職員全員が共有すると、利用者の見方も変わる。
６）意思決定支援
「意思決定支援」は、「意思決定支援の導入」「親亡き後の生き方を考える」「情報提供の支援」
の３つのコードから生成された。利用者が自分の意思をどのような手段で表し、伝えていくか
は課題である。そのため、事業所では「意思決定支援」に取り組み、システム化していくこと
を目標としている。また、利用者が自分にとって有利な、あるいは不利にならない判断ができ
るよう情報を提供するための支援が必要になる。
７）構造化の支援
「構造化の支援」は、「構造化の支援必要」の1つのコードから生成された。事業所では自閉
症の利用者が生活しやすいように構造化の支援を行っている。その際には、慎重に空間とスケ
ジュールの構造化を実施していかなればならない。なぜなら、環境を一度に変化させると、利
用者は変化に適応できずにパニックになってしまうからである。まずは、利用者が何に困って
いるのか知ることが必要となる。刺激になっているものを探し、取り除くことによって落ち着
くことが多い。
８）家族との連携
「家族との連携」は、「家族との信頼関係」「家族の想いに心を寄せる」「介護負担軽減の助言」
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「家族の障害受容」「親の会による分かち合い」「家族の心のゆとり」の６つのコードから生成さ
れた。日中活動への家族の参加は必要であり、家庭と事業所、医療機関等の各機関との連携は
重要である。家族のなかには、障害を受容している家族と受容が困難である家族がいる。障害
受容している家族も時には腰や足が痛く、利用者を抱えられない辛い話をすることもある。そ
の時、支援員は福祉事務所や施設のケースワーカーと相談して、訪問介護・看護等の在宅支援
を使うように紹介し、助言する。家族を精神的に支えているものに「親の会」がある。親の会
に参加し、新たにサービスを使い始める家族もいる。
９）安心・幸せの実感
「安心・幸せの実感」は、「普段の日常生活の維持」「利用者と家族の安心感」「利用者と家族が
幸せを実感する」の3つのコードから生成された。事業所の役割は利用者の人生を考え、利用
者の現在の日常生活を維持していくことである。利用者と家族が安心して生活でき、「生きて
いることは素晴らしい」と感じてほしいと支援員は強く思っている。
10）包括的な支援
「包括的支援」は、「社会的自立の仕組み必要」「社会資源の整備」の2つのコードから生成さ
れた。利用者がサービスを利用する場合、コミュニケーションがとれる事業所に限定されがち
である。今後は、居住支援と連携した包括的な支援の仕組みが必要である。包括的な支援の仕
組みづくりは、利用者が独立できるシステムを作り出すことでもある。
11）地域活動に参加
「地域活動に参加」は、「活動の拠点を地域に広げる」「地域の人と地域活動に参加する」「ボラ
ンティアとの協働」「利用者がボランティアの役割担う」の４つのコードから生成された。事業
所にボランティアが来て利用者と交流を深める機会はあるが、利用者が地域に出掛け、地域の
人と地域活動に参加する機会は少ない。利用者はサービスを受けて守られるだけの存在ではな
い。社会の一員として利用者がボランティアに行くという発想で活動を展開していくことは、
今後の課題の一つである。
12）啓発活動
「啓発活動」は、「日々の活動を社会にPRする」「地域への啓発必要」の２つのコードから生
成された。事業所は利用者の日々の活躍を社会にアピールするために商品の販売や作品の展示
等を行っている。利用者が生活していくためには地域の人の協力が必要である。町内の人が事
業所名は知っていても、活動内容を知らないことは多々ある。通信を発行し、事業所を知って
もらう啓発活動を行っている事業所もある。
13）地域の相談窓口
「地域の相談窓口」は、「地域の拠点になる」「地域の相談窓口になる」の２つのコードから生
成された。今後は各事業所を地域に開放し、地域で暮らす障害のある人の相談に応じる相談窓
口の機能を果たしていくことが求められる。
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14）多機関と連携
「多機関と連携」は、「多機関との連携」「地域の社会資源との連携」の２つのコードから生成
された。在宅や施設サービスを提供している事業所をはじめ、福祉事務所、地域生活支援セン
ター、社会福祉協議会、医療機関、支援学校等の医療・保健・福祉の施設や機関との連携をさ
らに強化し、また、地域のインフォーマルな社会資源と横のつながりをもち、活動の拠点を地
域に広げることが求められる。
４．考察
日中活動支援においては、利用者理解とニーズ対応、そして、支援体制（ソフト面・ハード
面）において課題があることが明らかとなった。その背景には、利用者の高齢化や障害の重度
化・多様化に伴う心身機能の低下や家族の高齢化、家族の介護負担等の課題がある。各事業所
は利用者の心身機能低下を予防するために、活動プログラムに体操や散歩等の運動を取り入れ
ている。しかし、外出時は支援員確保において課題がある。現在の2対1の体制では、支援員は
車いすの介助をしながら、複数の利用者の介助や見守りをしている。利用者は歩行時に発作が
起こり、転倒することもある。常に危険と隣り合わせで外出している。そのため、遠方の外出
は困難となり、短時間の散歩に限定される。その結果、利用者は１日室内の活動には耐えられ
ず、ストレスを溜めることが多い。
現在、障害の重度化・多様化に伴い、個別支援の必要な利用者は増加している。そこで取り
入れているのが、グループ別の活動である。個別化を重視しつつ集団生活は意識し、グループ
化を取り入れることが必要である。グループ化を取り入れる際には、構造化支援と意思決定支
援を実践することが欠かせない。特に発達障害や行動障害のある利用者が安心して過ごすため
には、個別に空間とスケジュールの構造化が必要である。また、利用者個別のニーズ把握にお
いては、利用者の意思決定を待ち、見守るという支援が重要である。意思表示が困難である利
用者が意思決定するためには、利用者が判断できる情報を適切に提供していくことが必要とな
る。ある事業所の支援員は、意思決定支援について次のように述べている。「意思決定支援の
ことを『パイロット』という言い方をしている。港でいう水先案内人を意味する。利用者の生
活圏を港とみたて、船長である利用者にはパイロットが必ず付いている。パイロットは海上に
関する情報を船長に伝え、航海の方法を具体的に伝えていく。船長が何をしたいのか知ってい
ないと伝えていくことはできない。一番重要なことは、パイロットが利用者の必要に応じて配
置されているのかである。パイロットをシステム化することが目標である」
意思決定支援においては、利用者のニーズを理解した支援員が配置され、分かりやすい情報
の提供が求められる。なお、利用者と支援員との信頼関係こそが支援の前提となる。
利用者の意思決定については、家族が利用者の代弁者となる傾向があり、利用者が自分の生
き方を考えることができず、親亡き後の不安が強くなっている。利用者が自分の意思をどのよ
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うに表し伝えていくのか、各事業所における意思決定支援の実践を検討していく必要がある。
今後の日中活動支援の在り方については、地域との連携を強化し、居住支援も併せて検討し
ていかなければならない。障害者自立支援法により、居住の場と活動の場が切り離されること
になった。生活介護利用者の生活の場は、施設入所が46.1％と最も多く、次いで家庭が34.3％
を占めている。利用者がグループホームやケアホーム等の居住の場に馴染むことができるのか
家族は不安を抱いている。利用者や家族の不安を払拭できる居住支援の整備が必要とされてい
る。
５．今後の課題
本稿では日中活動支援における課題と今後の支援の在り方を述べてきた。現場では支援体制
の課題をはじめ、資金・設備の課題、送迎の課題、救急対応の課題、多様なニーズへの対応、
環境適応支援の課題、活動内容の改善、家族との協力困難等、複数の課題を抱えている。それ
らの課題を解決するために、支援員は支援の在り方を模索している。
今後の支援の在り方は、利用者の個別ニーズを把握して作成した支援計画の振り返りを実践
すること、意思決定支援、構造化支援、家族との連携、地域活動への参加、居住支援をはじめ
多機関との連携、地域の相談窓口になる、啓発活動に至る支援を総合的に実践することが必要
である。日中活動支援の事業目的は、利用者の社会参加と社会生活の支援を行うことである。
社会参加と社会生活の支援において非常に重要になることは、利用者の意思決定をいかに支援
するかである。意思決定支援や構造化支援の在り方は、創意工夫が求められる。今後はこれら
の支援の効果や課題について検討を続けていきたい。
図１　　カテゴリーの同士の関係図
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